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パルプ資源林木の生長促進繊維素

増産的育成に閥ナる研究

其ーウダイカンパ

(闘版 1) 

教授林拳博士 佐藤義夫

UNTERSUCHUNGEN UBER DIE ANBAUMETHODE FUR 
ZUWACHSBEFORDERUNG BEI EINIGEN HOLZFASERPFLANZEN 
UND VERMEHRUNG IHRES HOLZF ASERGEHALTS. 

I. BETULA MAXIMOWICZIANA 

(Mit 1 Tafel) 

Von 

Yoshio SATO， Prof.， R伽gakuhαkushi
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緒言

我園木材の需給関係は周知の如く不均衡で、， とれが克服は刻下の念務である。その方

策多々あろうが生産材の物理的工事的叉化接的性質の向上改善を計ると共に，草木及び、単

位面積営り材積及び材重生産の飛躍的増強を計るのが最善の策なりと信やる弐第である。

殊にパルプ用材は金用材需要の約20%を占め，しかも年と共にその需要を増大する傾向

を示し一般用材を鷺食する情勢を示して居る，故にパルフ・費源林木の生長促進的育成の方

法を究明してその態依岡積嘗り材積及び材重の生産増強を計ると共に，更に繊維素品質及

び含有率の向上増産を計り，以・てパルァ・費源の保績増強を企園するととは喫緊の念務怒り

と考えられる。

著者は 19.50年以来十数種の林木に闘して穀上の研究に従事しつつあるが，主主には近
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時材界に於て著しく注目もせらるるに至ったカパ属中の最有要林木ウダイカンパに闘し先十

以てその結果を報告せんとする次第である。

カパ属は世界に於て約40種温帯より寒帯に亘りいわゆるカパ帯といわれる程慶大なる

分布面積を占有して居り，我闘に産するもの9種である。しかしながら林業上経済的に有

要なるものはウダイカンパ，シラカンパ及て}:ェゾノダケカンパの3麗が主なるものといえ

る。以上3種の外にメジロカパと稀ナるもの北海道の中，北部地方に産し材質，生長共に

見るべきものあって将来ウダイカンパと共にま副本界に登場の可能性ありと信ぜらるるが，

とれは恐らくウダイカンパと他のカパ類との交雑種と肴倣すべきものであって目下その諸

性質検討中である。

カパ類は山火跡地又は情悪地上に群国的森林を形成し利用資源、少なからやしかも全繊

維素57%以上に達し内a40，....，44% s 7 """8% ~こ包含し織維素闘係に於て他の澗葉樹中 2， 3

のものを除けばとれに追随するものなししかも繊維比49.4，....，55.4に達してプナ・カツラ

のそれに近接し断然爾徐の澗葉樹類のそれよりも大であり，針葉樹中最低織紘比を有ナる

ピャクシンと同債を示しパルプ用材として好誼ぜるを示して居る。現に園策パルプ合枇勇

梯工場に於ては，プナ・シナノキと共にとれをパルプ原木に供して古毛果を牧めて居るのは，

その雄排な誰擦である。しかも叙上の如く分布商積慶大，土地に封する趨臆性大で、あって

殊に山火跡地，荒蕪地，酸性土壌上の生育闘係に見るべきものがあるのは北海道に於ける

カパ林の現賓が貫詮して居札又著者が1938年丁妹園BoLLER営林署長 SABROE博士に寄

贈せるウダイカンバ種子が同園特有の強酸性の乾原地上に美事た成林を示し， 既に 1951

年には結賓を見て養苗を開始せる事賓は毅上の闘係を裏歩、けするものといえよう。叉カパ

類が晩霜の容に封して抵抗力大なるは周知の事責であり，従って山火跡地，好子悪地，酸性

土壌，泥農地利用上叉霜害に弱い有要樹種の保護問先駆林分として，その育成を計り土地

改善，荒廃不良地の利用と共にパルフ。費源に供するのはi匂に意義深いものと考えられる。

ヨたに織車tt素の法成増産上の肥培手段としては，‘従来大麻，亜麻等革本織維続物に於て

加里施用が織維の牧量及び品質特に織維の強弱及び長短上に極めて良作用者こ有するととが

知られて居るが，しかしながらその過周は精腕歩合を械やるといわれる。又大要の童梓の

繊維素含有率が加11豆施用と否とにより，前者が後者より常に大たるととが認められて居

る(松木)。

しかるに林水繊維素含有率向上に封する研究のあったととは聞かぬ。況んや，とれに

劃するカn里の関係に就いては全く未知の欣態にある。よりて木織維素増産上に及ぼすカ11里

の閥係を究明せんが箆にlCJ49年産ウグイカンパ穂子より育成せる幼苗に就いて融制t素闘係

を吟味したととろ興味ある結果を得た。元より樹齢によって織維素生産関係は各異で、ある

が， リグ=ン量の多い幼時に於ていささかでも繊維素合景の増大を期し得られたりとせば
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加盟の木織維増産上に示唆する虚大たるを思わしむるものありといbねばなるまい。しか

して加盟源に闘する林木稚首の生育関係に封する VATER (1905， 1907)， MANSFARD (1931)， 

NEMEC (1932， 1936)， JESSEN (1938)等の研究及び果樹園事上の知見等を考慮して本研究に

於てはカ11里源として硫酸加里を用うるとととした。

責験方法

1. 賓験用種子は北大天盤第一演習林産ウダイカンパ種子1949年産である。

2. 北大貫験百聞埴質壌土中に厚さ 6分桜で‘作製した縦横30cm深さ 45cmの木粧

を埋め苗床を調整した。

3. 試験匝は無加里匝，標準匝，加里2倍匝，加1里4倍匝の4匝とし，各試験直毎に

並行試験の意味で木拒3個を用意した。故に本3鵡金では木拒12個を使用し，同一試験匝

毎の木粧の間隔は 30cm各異試験匝毎の木粧の間隔は 90cmとした。

4. 土壌は 1950年4月初日ホルマリンで，同年5月18日0.1%のセレサンで消毒を

行った。

5. 播種は 1950年5月18日a 播種量は 1m3嘗り 10∞で6月上旬護芽した。

6. 施肥は 1950年 5月12日に行い，各試験匝毎の施肥量を1m2営り戎の如く行った。

• 1表各試験毘施肥量

Tabelle 1. Dungungsplan 

1m
2蛍り施

g
肥1m'量2 

Ve試rsuc験hsre厩ibe|| 
施

Dungung in 
肥

IA疏2E0四F由百安d聞圃問紙創胆出I副岡17園F町甲咽田阻pbb吋{g17a%m}t||| h剛 h四1m醐山掬lfatDungung 

1 無加里匝 N:P.ー 45.38 22.69 。
〆 2 標準匝 N.P. K. 45.38 22.69 13.61 

3 加里2倍1If..N.P. 2K. 45.38 22.69 27.22 

4 加里4倍[，!liN.P.4.K. 45.38 22.69 54.44 

N.B. 2K， 4K: Zweぜache，vierfache Ka1imenge. 

7. 7月上旬稚苗を1木枢営り 20本になるように間引きを行った。

8. 1951年5月節目再び硫安，過燐酸石友，硫酸加里を施用した。但し硫酸加里は

2.5%の水溶液とし，各木枢毎H の瀧水量となるように水を加えてとれをと輿えた。

9. 6月上旬稚苗を1木程賞り 10本になるように間引を行った。

10. 試料の採集は 11月11日に行い 1木拒蛍り5本づっ採集した。但し1953年の賓験

用に残すためと稚苗枯死のために1試験匝営り 5本に満たない試験匿を生歩、るに至った。

11. 識維素量測定用の試料ほ樹幹の1/3の筒所から採取し，とれを鋸屑とし各雅樹毎に
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同量の鋸屑を得るよう注意し，とれ←を合わして後，飾にかけ 60-100meshのものを使用し

た。

12. 織維の定量は標準木材分析法によりとれを行い，アルコ{ル・ベンゾ戸ル及び1

% NaOH抽出後の試料を用いた。

13. 識椎長及び織維幅の担IJ定には 1試験匝蛍り 10本の雅市を使用し， 1本の稚首毎に

50本の織維につきjJ1IJ;定した。即ち融制t長及び繊維幅は 1試験直5∞本の維織につき測定せ

る結果に基ゃくものである。測定は既速の如く枝J幹のl/nの筒慮から採取した試料に就い

て行ったものである。

実験結呆

A. 加里施興が稚荷の生育に及ぽす影響は弐の如くでるった。

第 2衰 加里施輿による稚苗生長闘係

Tabelle 2. Der durch Kalidungung bewirkte Zuwachs der 
zweijahrigen Birkenpflanzen 

銭N.加P盟.ー匡 標 P準.匝 |山倍2K.匝
カ日11!4倍鼠

N. P. K. N. P.2 N. P. 4K. 

幹Stammhohe(cm) 長 36.0 39.7 42.7 40.3 

比 Verhal較tni 数szahl 100 110 119 112 、

Durch根mωser元amW直urzelha径ls(mm) 3.7 4.1 4.8 4.3 

比 Verhal較tniszahl鍛 100 111 130 116 
， 

幹 体 Rind積e Stammm錨seohne Rinde (cm) 1.2ω。 1.7468 2.5762 1.9505 

上ヒ
Verhal較tniszahl穀 100 136 200 151 

Luft気troeokhen乾nees RiSntd斡aem(mgg)e重，wicht 
0.9275 1.2699 1.7879 1.3927 

比 Verh晶l較tniszahl駿 100 137 193 150 

備考:根元直径は樹皮を除いた材郊の直径である。

B. 次にカH旦施興が稚苗の織維素量，友分， アルコール・ベンゾール抽出量， 19杉苛

性ソーダ抽出量に及ぼす影響は弐の如し。
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Tabelle 3; Dぽ durchKalidungung bewirkte Gωamt-Zellulosegehalt (%) 
u. s. w. in zweijahrigen Birkenpflanzen 

A灰schengeh分a1t アルAコlkーobル01-・Beペnzン01ゾ-Aー田ノレz抽ug出量 |1119%4NNaaOOHH-A抽m出m量g G蚕ωa繊.mt維.-Ze素UuI量ωe 
nacb白ωs-

(%) (%) (%) Bevan (%J 

無N.力日P里.ー匿.
1.11 14.90 26.0 40.2 

標 P準. E5. 
N. P. K. 1.18 12.61 24.7 43.1 

加里2倍匝
N.P.2K. 1.21 12.22 24.4 44.2 

加重4Q倍E厄. 
N.P. 1.19 10.68 24.2 45.5 

C. 従って生長量を:考・層、するとき加里施興による織維素生産量は戎の如く増大すると

とと'Iiる。

第 4重量 加里施輿による 2年生稚苗の会繊維素生産関係

Tabelle 4. Die durch Kalidungung bewirkte Gωamt・Zell凶ωe-
Produktion der zweijahrigen Birkenpflanzen 

無加盟匝 i標準匝!加盟2倍医 加重4倍匝
N. P. 4K. 

繊維素生産会量{
Gesamt-Zellulose g) 

比較敷
Verhaltniszahl 

N. P.I  . N. P. K. N. P. 4K. 

U 0.373 0.547 0.790 

147 212 

D. 弐に繊維の長さと幅とを測定せる結果は弐の通りである。

第 5表 加里施輿による繊維長と繊維踊

Tabelle 5弘Diedu凹rc油h】Kal副.li泊dung伊g

繊Faser維lange 長 繊 Fa::抱r維breite幅

(mm) (μ) 

無加盟匝
N.P.- 0.626土0.06!i 19.7士1.3

標 準 国.
N.P.K‘ 0.633土0.059 19.5土1.8

加里 2倍恒
0.673土0.043 19.1土1.8

加里 4傍区
N. P.4K. .0.658土0.062 20.1土1.7

0.634 

170 

繊 erhal維tnis 比Verhaltnis von 
Fas也rlange: -breite 

31.8 

32.5 

35.2 

32.7 

備考: 繊維長，繊維帳に於ける誤差は同一試験匝供試各樹萌の平均の差を喝わす。
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考察と摘要

以上の結果により加盟施用の増加に縫い幹長，直径，幹体積，幹重量共に増加すると

とが判明しカn里2倍匝に於てその効果最大となり，加里4倍直に於てとれに亜ぐ傾向を示

す。加里41喜匝に於て各生長因子が加里2倍直のそれに比して，いささか低少の関係を示

すのは加里過多の悪影響を示すものといえよう o 又繊維素含有率は本賓験の範囲に於ては

加里施用の増加と共に逓増するが繊維比は幹長，直径，幹体積，幹重量と同ーの傾向を示

して加翠2倍匿に於て最大である。ただ織維長及び織維比の数値著しく低少なるは樹齢の

若い闘係によるものと考・えられる。

以上によって明らかに加盟施用の増加と共に繊維素量は漸増し加里2倍匿に於て無力目

堅固の2倍徐となり，じかも織維比に於ても最大となるととは注目に値ナペ<，加盟作用

の影響顕著なるを示すものである。

以上貫験成績より衣の如くいい得る。

1. 加里の施用により稚苗の生育は著しく促進せられる。

2. 加里の施用によりアルコ{ル・ベンゾ{ル抽出量， 1% NaOH抽出量は減少し，

全織維素量は増加する。

3. 融維比はカn里施用量の増加と共に増加の傾向を示す。

4. 加里施用の結果，稚荷の生育を著しく促進増大せしむると同時に，一面繊維素含

有率を鞠~nせしむるが故に，織制t素生産量は加里によりて二重の増大をなすとととなり，

繊維素量生産向上に封する加里の作用の重大なるを示唆するものがるる。更に繊維比の増

大傾向の鮪によりて木繊維素生産向上に及ぼす加里の促進的作用者と確認せしむるものがあ

る。

する

本研究の一部は農林省農林水産ー業腹用試験研究費補助金によってなされたととを附記
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Zusammenf assung 

Untersuchungen uber die Anbaumethode fur Zuwachsbeforderung bei einigen 
Holzfaserpflanzen und Vermehrung ihres Holzfasergehalts. 

1. Betula Maximowicziana 

1. Der Versuch wurde im Fruhjahr unternommen， um die Wirkung der. Mass-
nahmen， die in Tabelle 1 angegeben sind， fur den Zuwachs des Jungwuchses und 
die Vermehrung田in田Zel1ulωegehaltsbei Betula Maximowiczana zu erproben. 
2. Durch eine zweifache Kalidungung wird das Wachstum von Stammhohe， 
Durchme田er，Stammmas田 undStammgewicht im Jugendstadium bei Betula Maximo-
wicziana ausserordentlich gefordert. 
3. Vermittels Kalidungung verrllindert sich der Alkohol-Benzol-und 1% NaOH-
Auszug， dagegen tritt eine Vermehrung des Fasersto任gehaltsein. 
4. Durch Verabreichung immer gleichmassiger abei:' vermehrter Mengen von 
Kalid也19ungvergrosserte sich das Verhaltnis von Faserlange und breite. 
5. Der durch Katidungung bewirkte ..z;uwachs der zweijahrigen Birkenpflanzen 
sowie die SteigeDlng der Gesamt-Zellul儲 e-Produktionund die Vert氾sserungdes 

Verhaltnisses von Faserlange und-breite zeigen den ausserordentlich gullstigen Ein-

fluss der Kalidungung auf das Wachstmn und die Vermehrung d田 Zellulosegehalts
der Birke. 

N. B. Unter Holzfaserpflanzen verstehe ich die Ho1zarten， die als Zellulωequelle 

besonders geeignet sind. 



1. 

見、

園版 Tafel1. 

1. 各 .!Þ~施)JE涯に1たける 3 年生各種林木稚tfl D生育状態
後列中央J主ウグ イカンパ

1. Wachstumsverhaltnis bei dreijahrigen ve四chielenenHolzpflanzen 
in verilchiedenen Versu，l】sreihen.

Birkenpflanzen stehen in der Mitte der hinteren Reihe. 

2 各-yl，施!肥直に於ける 3年生ウタ イカンハ稚硝の生育Vefa
右から左へ :無加l且回，開準監，加)11.2倍凪，加11tH世直
2. Wachstumsverhaltnis bei dreijahrigen Birkenpflanzen in 

ver3chiedenen Verauchsreihen 
Von Rechts nach Links: N. P. -， N. P. K.， N. P. 2 K.， N. P. 4 K 


